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研究成果の概要 

 シナプス前終末にはアクティブゾーンと呼ばれる神経伝達物質が特異的に放出される部位が存

在し、そこではMunc13, RIM, RIM-BP, CASTなどのタンパク質から成る超分子集合体が形成され

ている。本研究では、神経伝達物質の放出効率を制御する動的高次構造体であるアクティブゾー

ン超分子集合体の動作原理を解明するために、アクティブゾーン超分子集合体の in vivo再構成

技術およびライブセル超解像イメージング技術を構築した。四つの主要な構成因子Munc13, 

RIM, RIM-BP, CASTを非神経細胞の細胞膜近傍に配置させることで、アクティブゾーン超分子集

合体を人工的に再構成させることに成功した。また、構成因子にケミカルタグを導入し低分子蛍光

色素の標識を行うことで、アクティブゾーン超分子集合体のライブセル超解像イメージングを実現し

た。再構成させたアクティブゾーン超分子集合体は特定の条件化で、自律的に高秩序のナノ構造

を形成するが、このような高秩序ナノ構造の形成にはタンパク質によるナノレベルの相分離現象が

関与することが明らかとなった。この結果は、アクティブゾーン構成タンパク質の自己組織化による

空間パターン形成が神経伝達物質の放出効率を決定するという仮説を強く支持する。さらに、実

際の in vivoシナプスにおいて、シナプス可塑性に伴うアクティブゾーン超分子集合体の変化を可

視化する事に成功した。 
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